









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0．25 0。5　　　　　　　0975　　　　　　　 ユ．．O
　Radius　ratio，　「i∠「o
Fig．8　1nfluence　of　radius　ratio　on　pressure
　　　coeffient
5．結　　論
　層流ファンの揚程と諸圧力損失の理論式の導入を行
い，これらに関与する種友のパラメータについて検討
を行なった結果，以下の結論を得た．
（1）理論圧力係数：は円板間隔が広くなるにつれて低下
する．また，羽根車の内・外径比がほぼ0．8以上になる
と低下が始まる．一方流量係数が増加するに伴って圧
力係数は低下するが，低下の割合は流量係数が0．05以
下で大きい．
（2）圧力損失係数は円板間隔が1．0㎜以下では円板摩
擦によるものが支配的であり，1．0㎜以上では流れの広
がりにによるものが支配的となる．入口部における損
失は円板間隔によらずほぼ一定値を取るが，その大き
さは前二者に比較して概して小さい．
（3）総圧力損失係数：は円板間隔については0．8㎜近傍，
羽根車の内・外径比に関しては0．75近傍で最小となる．
つまり，最適間隔や最適内・外径比が存在する．円板
厚みの圧力損失係数に及ぼす影響は小さい．
（4）流量係数および円板間隔が増加するほどファン圧
力は減少する．また，円板間隔が0．6㎜以上では羽根車
の内・外径比が0．3以下，0。8以上で圧力の低下が見ら
れる．
　おわりに本研究に協力いただいた長崎大学学生の後
藤慎治，淵山正毅の諸氏に謝意を表わす．
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